
クイックスタート

取扱説明書

詳しい操作方法はこのスマートフォンまたはパソコンから
確認できます。
スマートフォンから

ブラウザのブックマークに登録されている「オンライン
マニュアル」を選択
パソコンから

https://www.softbank.jp/mobile/support/product/
xperia1m7/

ご利用の前に必ずお読みください
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お買い上げ品の確認
このたびは、「Xperia 1 VII」をお買い上げいただき、まこ
とにありがとうございます。

■  Xperia 1 VII本体 ■  クイックスタート（本書）

• 本機「Xperia 1 VII」のモデル番号は「A501SO」で
す。
• 本書ではmicroSDHCカードおよびmicroSDXCカー
ド（microSDカードを含む）を、以降「SDカード」
と記載いたします。
• その他のオプション品につきましては、お問い合わせ
先（→P.34）までご連絡ください。

本製品をお使いになる前に
本製品をご使用の前に、「安全上のご注意」をよくお読みの
上、正しくお使いください。
故障とお考えになる前に、取扱説明書／オンラインマニュ
アルの「困ったときは」もあわせてご参照ください。
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各部の名称

⑥

⑦

⑧

①

③

⑤

④

②

① フロントカメラ

② 受話口／セカンドスピーカー

③ 近接／明るさセンサー

④ ディスプレイ

⑤ スピーカー

⑥ 音量キー／ズームキー（上下）

⑦ 電源キー／指紋センサー

⑧ シャッターキー
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⑭ ⑳
⑲

⑰

⑨ ⑮

⑱

⑩

⑫
⑬

⑪ ⑯

⑨ セカンドマイク

⑩ サードマイク

⑪ 5Gアンテナ部
できるだけ手で覆わないようにしてください。通信
品質に影響を及ぼす可能性があります。また長時間
使用している場合は熱を持つ場合もあります。

⑫ ライト／フラッシュ

⑬ 明るさセンサー

⑭ USB Type-C™ 接続端子

⑮ ヘッドセット接続端子（3.5mmオーディオジャック）

⑯ メインカメラ

⑰ NFC／おサイフケータイ®かざし位置

⑱ ワイヤレス充電位置

⑲ 送話口／マイク

⑳ SIMカード／microSDカードトレイ挿入口
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SIMカードについて
SIMカードは、お客様の電話番号や情報などが記憶された
ICカードです。

SIMカードを取り付ける
必ず電源を切った状態で行ってください。

1 本体からトレイを取り外す
• ミゾに指先（爪）をかけて、SIMカード／microSDカー
ドトレイ挿入口のカバーをまっすぐに引き出してくだ
さい。

2 SIMカードのIC（金属）部分を上にしてトレイには
め込む
• 切り欠きの位置にご注意ください。
• SIMカードがトレイから浮かないように、確実にはめ
込んでください。

2025年3月　第1版発行 
ソフトバンク株式会社
ご不明な点はお求めになったソフトバンク携帯
電話取扱店にご相談ください。
機種名：Xperia 1 VII
製造元：ソニー株式会社
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高精度な制御や微弱な信号を取り扱う電子機器の
近くでは、電源を切ってください。
電波により電子機器が誤動作するなどの悪影響を
及ぼす原因となります。
※   ご注意いただきたい電子機器の例
補聴器、植込み型心臓ペースメーカおよび植込
み型除細動器、その他の医用電気機器、その他
の自動制御機器など。植込み型心臓ペースメー
カおよび植込み型除細動器、その他の医用電気
機器をご使用になる方は、各医用電気機器メー
カーもしくは販売業者に電波による影響につい
てご確認ください。

指示

所定の充電時間を超えても充電が完了しない場合
は、充電を中止してください。
過充電などにより、火災、やけど、けがなどの原
因となります。 指示

可燃性ガスが発生する可能性のある場所や粉塵が
発生する場所に立ち入る場合は、必ず事前に本機
の電源を切り、充電をしている場合は中止してく
ださい。
可燃性ガスなどへの引火により爆発や火災などの
原因となります。

指示

ガソリンスタンド構内などでの使用については、
各施設の指示に従ってください。
ガソリンスタンド構内などでは充電をしないでく
ださい。
また、ガソリンスタンド構内などでご使用になる
際は落下などに注意し、特に給油中は使用しない
でください。
可燃性ガスなどへの引火により爆発や火災などの
原因となります。

指示

使用中、充電中、保管中に、異臭、異音、発煙、
発熱、変色、変形などの異常がみられた場合は安
全に注意し、次の作業を行ってください。
• 電源プラグをコンセントから抜く。
• 本機の電源を切る。
上記の作業を行わないと、火災、やけど、けが、
感電などの原因となります。

指示
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注意

破損したまま使用しないでください。
火災、やけど、けがなどの原因となります。

禁止

ぐらついた台の上や傾いた場所など、不安定な場
所には置かないでください。バイブレータ設定中
は特にご注意ください。
落下して、けがなどの原因となります。 禁止

湿気やほこりの多い場所や高温になる場所での使
用、保管はしないでください。
火災、やけど、感電などの原因となります。
防水／防塵性能については、「防水／防塵性能につ
いて」（→P. 28）を参照してください。

禁止

子供が使用する場合は、保護者が取り扱いの方法
を教え、誤った使いかたをさせないでください。
誤飲、けが、感電などの原因となります。

禁止

乳幼児の手の届く場所、および、ペットが触れる
場所に置かないでください。SIMカード／SDカー
ドのトレイなどの小さい部品の保管場所には特に
ご注意ください。
誤飲、けが、感電などの原因となります。

禁止

本機を継続して使用される場合や充電中は温度が
高くなることがありますのでご注意ください。ま
た、衣類のポケットに入れたり、眠ってしまうな
どして、意図せず継続して触れることがないよう
ご注意ください。
アプリ、通話、データ通信、動画視聴やゲームなど、
継続しての使用や充電中は、本機やACアダプタ（オ
プション品）の温度が高くなることがあります。
温度の高い部分に直接継続して触れるとお客様の
体質や体調によっては肌の赤みやかゆみ、かぶれ、
低温やけどなどの原因となります。

指示
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本機の取り扱いについて

危険

火の中に投入したり、熱を加えたりしないでくだ
さい。
火災、やけど、けがなどの原因となります。

禁止

鋭利なもの（釘など）を刺したり、硬いもの（ハ
ンマーなど）で叩いたり、踏みつけたりするなど
過度な力を加えないでください。
火災、やけど、けがなどの原因となります。 禁止

本機内部の物質が目や口などに入った場合は、す
ぐにきれいな水で洗った後、ただちに医師の診療
を受けてください。
本機内部の物質の影響により、失明や体調不良な
どの原因となります。

指示

警告

ライト／フラッシュの発光部を人の目に近づけて
点灯、発光させないでください。特に、乳幼児に
対しては十分に距離を離してください。
視力障がいなどの原因となります。また、目がく
らんだり驚いたりしてけがなどの事故の原因とな
ります。

禁止

点滅を繰り返す画面を長時間見ないでください。
けいれんや意識喪失などの原因となります。

禁止

本機内のSIMカード／microSDカードトレイ挿入
口に水などの液体（飲料水、汗、海水、ペットの
尿など）や金属片（カッターの刃やステープラー
の針など）、燃えやすいものなどの異物を入れない
でください。
また、SIMカードやSDカードの挿入場所や向きを
間違えないでください。
火災、やけど、けが、感電などの原因となります。

禁止

カメラのレンズに直射日光などを長時間当てない
でください。
レンズの集光作用により、火災、やけど、けがな
どの原因となります。 禁止
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航空機へのご搭乗にあたり、本機の電源を切るか、
機内モードに設定してください。
航空機内での使用については制限があるため、各
航空会社の指示に従ってください。
電波により航空機の電子機器に悪影響を及ぼす原
因となります。
なお、航空機内での使用において禁止行為をした
場合、法令により罰せられることがあります。

指示

病院での使用については、各医療機関の指示に従っ
てください。
使用を禁止されている場所では、本機の電源を切っ
てください。
電波により電子機器や医用電気機器に悪影響を及
ぼす原因となります。

指示

ハンズフリーに設定して通話するときや、大きな
音で着信音が鳴っているとき、待ち受け中などは、
必ず本機を耳から離してください。
また、イヤホンマイクなどを本機に装着し、ゲー
ムや動画・音楽再生などをする場合は、適度なボ
リュームに調節してください。
ハンズフリーに設定して通話すると、本機から大
きな音が出ます。
待ち受け中であっても、突然の着信音やアラーム
音が鳴動する場合があります。
大きな音を長時間連続して聞くと、難聴など耳へ
の障がいの原因となります。
また、音量が大きすぎると周囲の音が聞こえにく
く、事故の原因となります。

指示

心臓の弱い方は、着信バイブレータ（振動）や着
信音量の設定に注意してください。
突然の着信バイブレータ（振動）や着信音の鳴動
に驚き、心臓に悪影響を及ぼす原因となります。 指示

医用電気機器などを装着している場合は、医用電
気機器メーカーもしくは販売業者に、電波による
影響についてご確認のうえご使用ください。
電波により医用電気機器などに悪影響を及ぼす原
因となります。

指示

ディスプレイ部や背面カバー、カメラのレンズを
破損した際には、割れた部分や露出した本機の内
部にご注意ください。
破損部や露出部に触れると、やけど、けが、感電
などの原因となります。

指示

内蔵電池が漏液したり、異臭がしたりするときは、
ただちに使用をやめて火気から遠ざけてください。
漏液した液体に引火し、発火、破裂などの原因と
なります。 指示
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ペットなどが本機に噛みつかないようご注意くだ
さい。
内蔵電池の発火、破裂、発熱、漏液により、火災、
やけど、けがなどの原因となります。 指示

注意

モーションセンサーのご利用にあたっては、必ず
周囲の安全を確認し、本機をしっかりと握り、必
要以上に振り回さないでください。
けがなどの事故の原因となります。 禁止

ディスプレイを破損し、内部の物質が漏れた場合
は、顔や手などの皮膚や衣類などにつけないでく
ださい。
目や皮膚への傷害などを起こす原因となります。
内部の物質が目や口などに入った場合や、皮膚や
衣類に付着した場合は、すぐにきれいな水で洗い
流してください。
また、目や口などに入った場合は、洗浄後ただち
に医師の診療を受けてください。

禁止

一般のゴミと一緒に捨てないでください。
火災、やけど、けがなどの原因となります。また、
環境破壊の原因となります。不要となった本機は、
ソフトバンクショップなど窓口にお持ちいただく
か、回収を行っている市区町村の指示に従ってく
ださい。

禁止

内蔵電池内部の物質が漏れた場合は、顔や手など
の皮膚や衣類などにつけないでください。
目や皮膚への傷害などを起こす原因となります。
内部の物質が目や口などに入った場合や、皮膚や
衣類に付着した場合は、すぐにきれいな水で洗い
流してください。
また、目や口などに入った場合は、洗浄後ただち
に医師の診療を受けてください。

禁止

自動車内で使用する場合、自動車メーカーもしく
は販売業者に、電波による影響についてご確認の
うえご使用ください。
車種によっては、電波により車載電子機器に悪影
響を及ぼす原因となりますので、その場合はただ
ちに使用を中止してください。

指示

本機の使用により、皮膚に異状が生じた場合は、
ただちに使用をやめ、医師の診療を受けてくださ
い。
お客様の体質や体調によっては、かゆみ、かぶれ、
湿疹などが生じることがあります。
各箇所の材質については、「使用材料」（→P. 21）
を参照してください。

指示
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本機の受話口／セカンドスピーカー（画面中央上
部）、スピーカー（背面左下部）、バイブレータ部（背
面右上部）、メインカメラ（画面右上部、背面左上部）
に磁気を発生する部品を使用しているため、金属
片（カッターの刃やステープラーの針など）が付
着していないことを確認してください。
付着物により、けがなどの原因となります。

指示

子供や監督を必要とする方などの手の届くところ
に置かないでください。
本機は磁石を使用しています。磁石を飲み込むと、
窒息の危険性や腸などを傷つけ深刻な症状を引き
起こすおそれがあります。
磁石を飲み込んだ場合は、ただちに医師にご相談
ください。

指示

医療機器に近づけないでください。
本機は磁石を使用しているため、ペースメーカ、
水頭症治療用圧可変式シャントなどの医療機器に
影響を与えるおそれがあります。本機をこれらの
医療機器をご使用の方に近づけないでください。
これらの医療機器を使用されている場合、本機の
ご使用前に担当医師にご相談ください。

指示

ディスプレイを見る際は、十分に明るい場所で、
ある程度の距離をとってください。
暗い場所や近くで見ると視力低下などの原因とな
ります。 指示
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3 本体を水平にしてトレイをまっすぐに差し込む
• トレイを差し込む方向にご注意ください。
• ○部分をしっかりと押し、本体とSIMカード／
microSDカードトレイ挿入口のカバーにすき間がな
いことを確認してください。

eSIMをダウンロードする

1 ホーム画面で （設定）→［ネットワークとインター
ネット］

2 ［SIM］→［SIM を追加］→［eSIM を設定］
→QRコードをスキャン
• SIMカードを取り付けていない場合や、すでにダウン
ロードされたeSIMがない場合は、［SIM を追加］は
表示されません。
• 状況によってQRコードのスキャン画面が表示されず
に、次の手順に進む場合があります。

3 ［設定］→ご契約時にソフトバンクからご案内され
た確認コードを入力→［続行］→［完了］
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SDカードについて
データをSDカードに保存したり、SDカード内のデータを
本機に取り込んだりできます。SDカードは互換性のある他
の機器でも使用できます。
SDカードの取り付け／取り外しについては、取扱説明書／
オンラインマニュアルを参照してください。
• SDカードは同梱されていません。必要に応じて別途ご購
入ください。

• 本機では市販の2GBまでのmicroSDカード、32GBま
でのmicroSDHCカード、2TBまでのmicroSDXCカー
ドに対応しています。

• 対応のSDカードは各SDカードメーカーへお問い合わせ
ください。

• SDカードの使用中は、SDカードを取り外したり、本機
の電源を切ったりしないでください。データの消失、故
障の原因となります。

 電源操作について

■  電源を入れる

1 電源キーを本機が振動するまで長押し
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Wi-FiⓇ を設定する
Wi-Fiルーターを準備する

1 接続先となるWi-Fiルーターの電源が入っているか
を確認

2 Wi-Fiルーターのネットワーク（SSID）、パスワー
ド（「暗号化キー」「KEY」「PSK-AES」など）を
確認

スマートフォンを設定する

1 ホーム画面で （設定）→［ネットワークとインター
ネット］→［インターネット］

2 ［Wi-Fi］（ 表示）

3 接続するWi-Fiルーターのネットワークを選択

4 ［パスワードを表示する］にチェックを入れる

5 Wi-Fiルーターのパスワードを入力→［接続］
• 設定が完了すると、ネットワークの欄に「接続済み」
が表示されます。
• ネットワーク接続中は、画面上部に「 」が表示さ
れます。

接続できないとき
ネットワークの欄に「保存済み／パスワードを再確認して
ください」と表示されたときは、次の手順で再設定してく
ださい。

1 再設定するWi-Fiルーターのネットワークを選択

2 ［パスワードを表示する］にチェックを入れる

3 Wi-Fiルーターのパスワードを入力→［接続］
• 設定が完了すると、ネットワークの欄に「接続済み」
が表示されます。
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安全上のご注意
● ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正
しくお使いください。また、お読みになった後は大切に保管し
てください。

● ここに示した注意事項は、お使いになる人や、他の人への危害、
財産への損害を未然に防ぐための内容を記載していますので、
必ずお守りください。

表示の説明
次の表示の区分は、表示内容を守らず、誤った使用をした場合に
生じる危害や損害の程度を説明しています。

危険
この表示は、取り扱いを誤った場合、「死
亡または重傷※1を負う危険が切迫して生じ
ることが想定される」内容です。

警告
この表示は、取り扱いを誤った場合、「死
亡または重傷※1を負う可能性が想定され
る」内容です。

注意
この表示は、取り扱いを誤った場合、「軽
傷※2を負う可能性が想定される場合および
物的損害※3の発生が想定される」内容です。

※1 重傷：失明・けが・やけど（高温・低温）・感電・骨折・中
毒などで後遺症が残るもの、および治療に入院・長期の通院
を要するものを指します。

※2 軽傷：治療に入院や長期の通院を要さない、けが・やけど（高
温・低温）・感電などを指します。

※3 物的損害：家屋・家財および家畜・ペットなどにかかわる拡
大損害を指します。

禁止・強制の絵表示の説明

禁止
禁止（してはいけないこと）を示す記号です。

分解禁止
分解してはいけないことを示す記号です。

濡れ手禁止

濡れた手で扱ってはいけないことを示す記号
です。
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指示

指示に基づく行為の強制（必ず実行していた
だくこと）を示す記号です。

電源プラグ
を抜く

電源プラグをコンセントから抜いていただく
ことを示す記号です。

本機、ACアダプタ（オプション品）、ワイヤレ
スチャージャー（市販品）、SIMカードの取り扱
いについて（共通）

危険

高温になる場所や熱のこもりやすい場所（火のそ
ば、暖房器具のそば、こたつや布団の中、直射日
光の当たる場所、炎天下の車内など）で使用、保管、
放置しないでください。
火災、やけど、けが、感電などの原因となります。

禁止

電子レンジ、IH調理器などの加熱調理器、圧力釜
などの高圧容器に入れたり、近くに置いたりしな
いでください。
火災、やけど、けが、感電などの原因となります。 禁止

充電端子やUSB Type-C接続端子、ヘッドセット
接続端子（3.5mmオーディオジャック）に水など
の液体（飲料水、汗、海水、ペットの尿など）を
入れたり濡らさないでください。 また、濡れた状
態や風呂場、加湿器のそばなどの水に触れる場所
では、充電しないでください。
火災、やけど、けが、感電などの原因となります。
防水性能については、「防水／防塵性能について」
（→P. 28）を参照してください。

禁止

本機に強い圧力を加えたり、折損させたりしない
でください。特に衣類のポケットに入れて持ち運
ぶ場合は、ぶつけたり、物に挟んだりしないでく
ださい。
内蔵電池の破損により、火災、やけど、けがなど
の原因となります。
※   ご注意いただきたい例
• ズボンやスカートのポケットに入れた状態で
座ったり、しゃがんだりする
• 上着のポケットに入れた状態で、扉や自動車
のドアに挟む
• ソファやベッド、布団など柔らかい物の上や、
床の上で踏みつける
• 電車やバスなどの座席シートに挟み込む

禁止
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分解、改造をしないでください。
火災、やけど、けが、感電などの原因となります。

分解禁止

本機の内蔵電池を取り外そうとしないでください。
火災、やけど、けがなどの原因となります。

禁止

本機の背面カバーは取り外せません。取り外そう
としないでください。また、内蔵電池の膨れ等に
より、本機が膨れている場合も、背面カバーを取
り外そうとしたり、無理に押し込まないでくださ
い。
火災、やけど、けがなどの原因となります。

禁止

オプション品は、ソフトバンクが指定したものを
使用してください。
指定以外のものや、製造・販売元・仕様が不明確
なものを使用すると、火災、やけど、けが、感電
などの原因となります。

指示

警告

落下させる、踏みつける、投げつけるなど強い力
や衝撃、振動を与えないでください。
火災、やけど、けが、感電などの原因となります。

禁止

充電端子やUSB Type-C接続端子、ヘッドセット
接続端子（3.5mmオーディオジャック）に導電性
異物（金属片、鉛筆の芯など）を接触させたり、
ほこりや砂などが内部に入ったりしないようにし
てください。
火災、やけど、けが、感電などの原因となります。

禁止

ワイヤレスチャージャー（市販品）や本機に金属
製のもの（金属を含む材質のシール、ストラップ、
クリップなど）を貼り付けたり、間に挟まないで
ください。
火災、やけど、けがなどの原因となります。

禁止

ワイヤレスチャージャー（市販品）で充電する場
合は、本機に装着しているカバーなどは取り外し
てください。
カバーの材質や厚み、本機とカバーの間に挟まっ
たゴミなどの異物によって、正常に充電ができず、
火災、やけど、けがなどの原因となります。

指示

https://www.softbank.jp/mobile/support/product/xperia1m7/
https://www.softbank.jp/
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ACアダプタ（オプション品）、ワイヤレスチャー
ジャー（市販品）の取り扱いについて

警告

ACアダプタ（オプション品）やワイヤレスチャー
ジャー（市販品）のコードが傷んだら使用しない
でください。
火災、やけど、感電などの原因となります。 禁止

雷が鳴り出したら、ACアダプタ（オプション品）
やワイヤレスチャージャー（市販品）には触れな
いでください。
感電などの原因となります。 禁止

コンセントにつないだ状態で充電端子をショート
させないでください。また、充電端子に手や指など、
身体の一部を触れさせないでください。
火災、やけど、感電などの原因となります。 禁止

ACアダプタ（オプション品）やワイヤレスチャー
ジャー（市販品）のコードの上に重いものをのせ
たり、引っ張るなど無理な力を加えたりしないで
ください。
火災、やけど、感電などの原因となります。

禁止

コンセントにACアダプタ（オプション品）を抜き
差しするときは、金属類を接触させないでくださ
い。
火災、やけど、感電などの原因となります。 禁止

ACアダプタ（オプション品）に変圧器（海外旅行
用のトラベルコンバーターなど）を使用しないで
ください。
発火、発熱、感電などの原因となります。 禁止

本機にACアダプタ（オプション品）を接続した状
態で、接続部に無理な力を加えないでください。
火災、やけど、けが、感電などの原因となります。

禁止

水などの液体（飲料水、汗、海水、ペットの尿など）
で濡れたものをワイヤレスチャージャー（市販品）
で充電しないでください。また、風呂場や加湿器
のそばなどの水に触れる場所では、充電しないで
ください。
火災、やけど、けが、感電などの原因となります。

禁止

濡れた手でACアダプタ（オプション品）のコード
や充電端子、電源プラグ、ワイヤレスチャージャー
（市販品）に触れないでください。
火災、やけど、感電などの原因となります。 濡れ手禁止
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指定の電源、電圧で使用してください。
また、海外で充電する場合は、海外で使用可能な
ACアダプタ（オプション品）で充電してください。
誤った電源、電圧で使用すると火災、やけど、感
電などの原因となります。
ACアダプタ（オプション品）：AC100V（家庭用
交流コンセントのみに接続すること）
海外で使用可能なACアダプタ（オプション品）：
AC100V～240V（家庭用交流コンセントのみに
接続すること）

指示

電源プラグについたほこりは、拭き取ってくださ
い。
ほこりが付着した状態で使用すると、火災、やけど、
感電などの原因となります。 指示

ACアダプタ（オプション品）の電源プラグをコン
セントに差し込むときは、確実に差し込んでくだ
さい。
確実に差し込まないと、火災、やけど、感電など
の原因となります。

指示

電源プラグをコンセントから抜く場合は、ACアダ
プタ（オプション品）のコードを引っ張るなど無
理な力を加えず、アダプタ本体を持って抜いてく
ださい。
ACアダプタ（オプション品）のコードを引っ張る
とコードが傷つき、火災、やけど、感電などの原
因となります。

指示

植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動
器などの医用電気機器を装着されている場合は、
ワイヤレスチャージャー（市販品）のご使用にあ
たって医師とよく相談してください。
電波により医用電気機器の作動に悪影響を及ぼす
原因となります。

指示

本機にACアダプタ（オプション品）を抜き差しす
る場合は、コードを引っ張るなど無理な力を加え
ず、接続する端子に対してまっすぐ抜き差しして
ください。
正しく抜き差ししないと、火災、やけど、けが、
感電などの原因となります。

指示

充電端子が曲がるなど変形した場合は、ただちに
使用をやめてください。また、変形を元に戻して
の使用もやめてください。
充電端子のショートにより、火災、やけど、けが、
感電などの原因となります。

指示
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使用しない場合は、電源プラグをコンセントから
抜いてください。
電源プラグを差したまま放置すると、火災、やけど、
感電などの原因となります。 電源プラグ

を抜く

水などの液体（飲料水、汗、海水、ペットの尿など）
が付着した場合は、ただちに電源プラグをコンセ
ントから抜いてください。
付着物などによるショートにより、火災、やけど、
感電などの原因となります。

電源プラグ
を抜く

お手入れの際は、電源プラグをコンセントから抜
いて行ってください。
抜かずに行うと、火災、やけど、感電などの原因
となります。 電源プラグ

を抜く

注意

コンセントにつないだ状態でACアダプタ（オプ
ション品）に継続して触れないでください。
やけどなどの原因となります。

禁止

SIMカードの取り扱いについて

注意

SIMカードを取り扱う際は指などの身体の一部を
傷つけないよう、切断面にご注意ください。
切断面が鋭利になっている場合があり、けがなどの
原因となります。 指示
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医用電気機器近くおよび医療機関内での取り扱い
について

警告

植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動
器などの医用電気機器を装着されている場合、も
しくは装着している方が周囲にいる可能性がある
場合は、装着部から本機を15cm以上離れるよう
に携行および使用してください。
電波により医用電気機器の作動に悪影響を及ぼす
原因となります。身動きが自由にとれないなど、
周囲の方と15㎝未満に近づくおそれがある場合に
は、事前に本機を電波の出ない状態に切り替えて
ください（機内モードまたは電源オフなど）。

指示

自宅療養などにより医療機関の外で、植込み型心
臓ペースメーカおよび植込み型除細動器以外の医
用電気機器を使用される場合には、電波による影
響について個別に医用電気機器メーカーなどにご
確認ください。
電波により医用電気機器の作動に悪影響を及ぼす
原因となります。

指示

医療機関内における本機の使用については、各医
療機関の指示に従ってください。
電波により医用電気機器の作動に悪影響を及ぼす
原因となります。 指示

21 22

 使用材料
Xperia 1 VII本体

使用箇所 材質 表面処理
外装ケース（上部、下部、側
面部、音量キー／ズームキー、
シャッターキー、カメラリン
グ（メインカメラ周辺部））

アルミニウム
合金

アルマイト処理

外装ケース（アンテナのカ
バー）

ポリカーボ
ネート樹脂

塗装

外装ケース（アンテナスリッ
ト部、USB Type-C接続端子
部、ヘッドセット接続端子部）

PBT樹脂（ガ
ラス繊維入り）

―

ライト／フラッシュレンズ ポリカーボ
ネート樹脂

―

背面の明るさセンサーレンズ ポリカーボ
ネート樹脂

―

透明板（ディスプレイ） 強化ガラス AFP処理
透明板（背面カバー） 強化ガラス 機能性フロスト

処理＋AFP処理
透明板（メインカメラ（上部、
中部、下部））

強化ガラス AFP処理＋
AR処理

電源キー／指紋センサー エポキシ樹脂 塗装
受話口／セカンドスピーカー
（上部）メッシュ

ポリエステル
樹脂

染色

SIMカード／microSDカー
ドトレイ挿入口のカバーのゴ
ムパッキン

シリコンゴム ―

外装ケース（SIMカード／
microSDカードトレイ挿入
口のカバー）

ポリカーボ
ネート樹脂（ガ
ラス繊維入り）

塗装

SIMカード／microSDカー
ドトレイ

ポリカーボ
ネート樹脂（ガ
ラス繊維入り）
＋ステンレス
合金

―
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お願いとご注意
お取り扱いについて
■  本機、SIMカード、ACアダプタ（オプション品）
について（共通）

● 水をかけないでください。
ACアダプタ（オプション品）は防水仕様にはなっておりません。
風呂場など、湿気の多い場所でのご使用や、雨などがかかるこ
とはおやめください。また身に付けている場合、汗による湿気
により内部が腐食し故障の原因となります。調査の結果、これ
らの水濡れによる故障と判明した場合、保証対象外となり修理
できないことがありますので、あらかじめご了承願います。な
お、保証対象外ですので修理を実施できる場合でも有料修理と
なります。

● 破損や変形など、外観上に異常がみられた場合は、防水／防塵
性能が維持できない場合があります。

● 極端な高温、低温、多湿の場所では使用しないでください。
周囲温度5℃～35℃、湿度35%～85%の範囲内でご使用く
ださい。ただし、周囲温度36℃～40℃、湿度86%～90%で
あれば一時的な使用は可能です。

● 充電は、適正な周囲温度（5℃～35℃）の場所で行ってくだ
さい。

● 次のような場所では、使用しないでください。
－ 湿気、ほこり、振動の多い場所
－ 一般の電話機やテレビ、ラジオなどの近く

● 抜け防止機構のあるコンセントをご使用の場合、そのコンセン
トの取扱説明書に従ってください。

● 本機の外装ケースは取り外せません。無理に取り外そうとする
と破損や故障の原因となります。

● 電池は本体に内蔵されており、取り外せません。
● 本機の内蔵電池はリチウムイオン電池です。 

● リチウムイオン電池はリサイクル可能な貴重な資源です。不要
になりました電話機本体、電池、および充電器は、家庭ゴミと
して捨てず、お近くのモバイル・リサイクル・ネットワークの
マークのあるお店へお持ちください。

● フル充電や電池残量が十分でない状態で保管すると内蔵電池の
性能低下の原因となります。
電池残量が40パーセント程度での保管をおすすめします。

● 電源キーを押して電源を切っても、本機は、電源からは完全に
は遮断されていません。電源から切り離すためには、ACアダ
プタ（オプション品）の電源プラグをコンセントから抜く必要
があります。不具合を感じた場合はすぐにコンセントから電源
プラグを抜けるよう、ACアダプタ（オプション品）は、コン
セントの近くでお使いください。
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商標について

• 「SoftBank」および「ソフトバンク」の名称、ロゴは、
日本国およびその他の国におけるソフトバンクグループ
株式会社の商標または登録商標です。

• Bluetooth®ワードマークおよびロゴは、Bluetooth 
SIG, Inc.が所有する登録商標であり、ソニーグループ株
式会社及びその子会社はこれらのマークをライセンスに
基づいて使用しています。

• Wi-Fi®はWi-Fi Alliance®の商標または登録商標です。
• microSDロゴ、microSDHCロゴ、microSDXCロゴは
SD-3C, LLCの商標です。

• USB Type-C™ はUSB Implementers Forumの商標です。
• はNFC Forum, Inc.の米国およびその他の国における
商標または登録商標です。

• QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
• 本製品は、MPEG-4ビジュアルおよびAVC特許ポート
フォリオライセンスのもとで、消費者が商業目的以外で
個人的に使用するために提供されており、次の用途に限
定されます。（i）MPEG-4ビジュアル標準（以下「MPEG-4
ビデオ」）またはAVC規格（以下「AVCビデオ」）に準拠
したビデオのエンコード、および／または（ii）商業目的
以外の個人的な活動に従事している消費者によってエン
コードされたMPEG-4またはAVCビデオのデコード、お
よび／または、MPEG-4またはAVCビデオの提供をVia 
Licensing Alliance LLCによってライセンス許可されて
いるビデオプロバイダから入手したMPEG-4またはAVC
ビデオのデコード。その他の用途に対するライセンスは
許諾されず、黙示的に許可されることもありません。販
売促進目的、内部目的および商業目的の使用およびライ
センス許可に関する追加情報は、Via Licensing 
Alliance LLC, LLCより入手できます（https://www.
via-la.com/）。
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• 「ソニー」および「SONY」、ならびに本書で使用される
商品名、サービス名およびロゴマークは、ソニーグルー
プ株式会社またはその関連会社の登録商標または商標で
す。その他の商品名、サービス名、会社名またはロゴマー
クは、各社の商標、登録商標もしくは称号です。

• 本文中では、TM、®マークを省略している場合があります。
• 本書に明示されていないすべての権利は、その所有者に
帰属します。

暗証番号について
本機のご利用にあたっては、交換機用暗証番号が必要にな
ります。
交換機用暗証番号とは、ご契約時の4桁の暗証番号で、オプ
ションサービスを一般電話から操作する場合などに必要な
番号です。

• 交換機用暗証番号はお忘れにならないようにご注意くだ
さい。万一お忘れになった場合は、所定の手続きが必要
になります。詳しくは、お問い合わせ先（→P. 34）
までご連絡ください。
• 暗証番号は、他人に知られないようにご注意ください。
他人に知られ悪用されたときは、その損害について当
社は責任を負いかねますので、あらかじめご了承くだ
さい。
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PINコード設定
PINコードとは、SIMカード／eSIMの暗証番号です。第三
者による本機の無断使用を防ぐために使用します。お買い
上げ時には「9999」に設定されています。

• PINコードの入力を3回間違えると、PINロック状態と
なります。その際は、PINロック解除コード（PUKコー
ド）が必要となります。
• PUKコードについては、お問い合わせ先（→P. 34）
までご連絡ください。
• PUKコードを10回間違えると、SIMカード／eSIMが
ロックされ、本機が使用できなくなります。その際には、
ソフトバンクにてSIMカード／eSIMの再発行（有償）
が必要となります。

SIMカード／eSIMをロックする
PINコードを有効にすることで、SIMカードを本機に取り付
けた状態／eSIMが有効な状態で電源を入れたとき、PIN
コードを入力する画面を表示するように設定できます。
詳しくは、取扱説明書／オンラインマニュアルを参照して
ください。

PINコードを変更する
PINコードの変更は、PINコードを有効にしている場合のみ
操作できます。
詳しくは、取扱説明書／オンラインマニュアルを参照して
ください。
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ソフトウェア更新
• ソフトウェア更新は電波状況のよい所で、移動せずに操
作してください。また、電池残量が十分ある状態で操作
してください。

• ソフトウェア更新前に本機に登録されたデータはそのま
ま残りますが、本機の状況（故障・破損・水濡れなど）
によっては、保存されているデータが破棄されることが
あります。データが消失した場合の損害につきましては、
当社は責任を負いかねますので、あらかじめご了承くだ
さい。

• ソフトウェア更新を行うと設定の一部がお買い上げ時の
状態に戻る場合があります。

• ソフトウェア更新中は絶対にSIMカードを取り外したり、
電源を切ったりしないでください。更新に失敗すること
があります。

• ソフトウェア更新に失敗すると、本機が使用できなくなる
ことがあります。その場合はお問い合わせ先（→P.34）
までご連絡ください。

ソフトウェアを更新する
ソフトウェア更新は更新内容によって操作手順が異なりま
す。

■  ソフトウェアを自動で更新する
ソフトウェアが自動で更新されます。
更新が完了したら通知パネルに表示される通知をタップし、
本機を再起動してください。

■  ソフトウェアを手動で更新する
通知パネルに表示されるソフトウェア更新の通知をタップ
し、画面の指示に従って操作してください。
次の手順でも手動更新をすることができます。
ホーム画面で （設定）→［システム］→［システム アッ
プデート］→画面の指示に従って操作

• ソフトウェア更新後に再起動しなかったときは、次の操
作で本機の電源を強制的に切ってから、電源を入れ直し
てください。
電源キーと音量キーの上を同時に10秒以上長押し→本
機が連続して3回振動したあとに指を離す
それでも起動しないときは、お問い合わせ先（ →P. 34）
にご相談ください。
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保証とアフターサービス

保証について
• 保証期間は、本製品を新規でお買い上げいただいた日よ
り1年間です。

• 修理規定に基づき無料修理を行います。修理規定はソフ
トバンクのウェブサイトでご確認頂けます。
https://www.softbank.jp/mobile/support/
product/warranty/

• 保証対象部分は本体です。ケーブル類等や試供品につ
いては修理規定の対象外となります。
• 本製品の故障、誤動作または不具合などにより、通話
などの機会を逸したために、お客様、または第三者が
受けられた損害につきましては、当社は責任を負いか
ねますのであらかじめご了承ください。
• 故障または修理により、お客様が登録／設定した内容
が消失／変化する場合がありますので、大切な電話帳
などは控えをとっておかれることをおすすめします。
なお、故障または修理の際に本機に登録したデータ（電
話帳／画像／サウンドなど）や設定した内容が消失／
変化した場合の損害につきましては、当社は責任を負
いかねますのであらかじめご了承ください。
• 本製品を分解／改造すると、電波法にふれることがあ
ります。また、改造された場合は修理をお引き受けで
きませんので、ご注意ください。

アフターサービスについて
修理を依頼される場合、お問い合わせ先（→P. 34）また
は最寄りのソフトバンクショップへご相談ください。
その際、できるだけ詳しく異常の状態をお聞かせください。
• 保証期間中は修理規定に基づいて修理いたします。
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 お問い合わせ先
お困りのときや、ご不明な点などございましたら、お気軽
に下記お問い合わせ窓口までご連絡ください。

■  各種お手続き（My SoftBank）
待ち時間0分で、いつでも簡単手続き可能です。利用料金／
データ量の確認・プラン等各種変更ができます。
（https://u.softbank.jp/2HHEHkw）

■  カスタマーサポート
機種の操作やサービス内容などのお困りごと・お問い合わ
せ内容に応じて、最適な解決方法をご案内します。
（https://u.softbank.jp/3i5JjAB）
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● 本機の温度が上昇するとディスプレイが暗くなる場合がありま
すが、異常ではありません。

● 強い衝撃を与えないでください。また、USB Type-C接続端子、
ヘッドセット接続端子（3.5mmオーディオジャック）を変形
させないでください。故障の原因となります。

● 端子は時々乾いた綿棒などで清掃してください。端子が汚れて
いると接触が悪くなり、電源が切れたり充電不十分の原因とな
ります。また、清掃する際には端子の破損に十分ご注意くださ
い。

● お手入れは乾いた柔らかい布で拭いてください。
－ 乾いた布などで強く擦ると、傷がつく場合があります。
－ 濡れたぞうきんなどで拭くと、故障の原因となります。
－ アルコール、シンナー、ベンジン、洗剤などで拭くと、表
面の仕上げを傷めることがあります。

● カメラを直射日光の当たる場所に放置しないでください。素子
の退色・焼き付きを起こす場合があります。

● 磁気データや磁気を帯びたものに近づけないでください。
キャッシュカードやクレジットカードなどの磁気データが消え
たり、本機の誤動作の原因となります。

■  充電について
● 充電中、ACアダプタ（オプション品）が温かくなることがあ
りますが、異常ではありません。

● 電源を切った状態で充電を開始すると、操作はできませんが充
電状況をお知らせする画面が起動します。このため、電源を切
る必要がある場所では充電を行わないでください。

● 電池残量は、画面上部のステータスバーで確認できます。
● 内蔵電池の使用時間は、使用環境や内蔵電池の状態により異な
ります。

● 内蔵電池は消耗品です。充電を繰り返すごとに1回で使える時
間が、次第に短くなっていきます。十分に充電しても使用でき
る時間が極端に短くなったら、交換時期です。内蔵電池を交換
してください。なお、内蔵電池は、お客様自身では交換できま
せん。内蔵電池の交換については、「ソフトバンクショップ」
などで、本機をお預かりして有料にて承ります。ソフトバンク
ショップもしくはお問い合わせ先（→P.34）へご相談くだ
さい。

● 充電しながらアプリなどを長時間使用すると、内蔵電池の寿命
が短くなることがあります。

■  ディスプレイ（タッチパネル）について
● 本機のディスプレイはタッチパネルになっており、指で直接触
れて操作します。

● タッチパネルは指で軽く触れるように設計されています。指で
強く押したり、先の尖ったもの（爪／ボールペン／ピンなど）
を押し付けたりしないでください。
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● 次の場合はタッチパネルに触れても動作しないことがありま
す。また、誤動作の原因となりますのでご注意ください。
－ 手袋をしたままでの操作
－ 爪の先での操作
－ 異物を操作面にのせたままでの操作
－ 保護シートやシールなどを貼り付けての操作
－ ディスプレイに水滴が付着または結露している状態での操作
－ 濡れた指または汗で湿った指での操作
－ 水中での操作

● ディスプレイは強化ガラスを使用してガラスが飛び散りにくい
構造となっておりますが、誤って割れた破損部や露出部に触れ
ますと、けがの原因となることがあります。

● 本機は有機ELディスプレイを使用しているためディスプレイ
に残像が発生することがあります。また、同じ画像を長時間表
示させたり、画面の明るさのレベルを必要以上に明るく設定し
たり、極端に長く使用したりすると、部分的に明るさが落ちた
り、色が変化したり、焼き付きが発生することがあります。
見る方向によって色や明るさのむら、色の変化が見える場合が
ありますが、これらは有機ELディスプレイの構造によるもの
で、故障ではありません。

■  音量について（高音圧注意）
耳を刺激するような大きな音量で長時間続けて聞くと、聴力に悪
い影響を与えることがありますのでご注意ください。

■  本体温度の上昇について（高温注意）
使用中、本機の表面温度が上昇すると、下のマークが表示される
ことがあります。下のマークが表示された場合、ディスプレイや
背面パネルを含む製品表面が高温になります。継続して触れるこ
とがないようご注意ください。やけどの原因となります。

■  受話口／セカンドスピーカーについて
本機は受話口とスピーカーが兼用になっているため、音の再生／
着信時などに大きな音がスピーカーから直接耳に入るおそれがあ
ります。
大きな音で耳を刺激すると聴力に悪い影響を与える可能性があり
ます。通話後はすぐに耳から離すなど注意してご使用ください。
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■  電波法に基づく認証について
本機は、電波法に基づく小電力データ通信の無線設備として認証
を受けています。従って、本機を使用するときに無線局の免許は
必要ありません。ただし、次の事項を行うと法律により罰せられ
ることがあります。
• 本機を分解／改造すること
• 改造された本機は絶対に使用しないでください。
改造した本機を使用した場合は電波法に抵触します。
本機は、電波法に基づく特定無線設備の技術基準適合証明など
を受けており、その証として「技適マーク 」が本機の電子
銘板に表示されております。
電子銘板は次の操作でご確認いただけます。
確認方法：ホーム画面で （設定）→［デバイス情報］→［認
証］
本機のネジを外すなどして内部の改造を行った場合、技術基準
適合証明などが無効となります。
技術基準適合証明などが無効となった状態で使用すると、電波
法に抵触しますので、絶対に使用されないようにお願いいたし
ます。

• 基本ソフトウェアを不正に変更しないでください。ソフトウェ
アの改造とみなし故障修理をお断りする場合があります。

■  緊急通報位置通知について
● 日本国内の緊急通報受理機関に接続する場合は、VoLTE（LTE
ネットワーク）のみ利用できます。

Bluetooth®／Wi-Fi（無線LAN）機能につい
て

■  周波数帯について
本機のBluetooth機能／Wi-Fi（無線LAN）機能が使用する周波
数帯は、次のとおりです。

2.4：2400MHz帯を使用する無線設備を表します。
FH/XX/DS/OF： 変調方式がFH-SS、その他の方式、DS-SS、

OFDMであることを示します。
4：想定される与干渉距離が40m以下であることを示します。
8：想定される与干渉距離が80m以下であることを示します。

： 2400MHz～2483.5MHzの全帯域を使用し、かつ
移動体識別装置の帯域を回避可能であることを意味し
ます。

利用可能なチャンネルは国や地域により異なります。
航空機内の使用は、事前に各航空会社へご確認ください。
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■  Bluetooth機器使用上のご注意
本機の使用周波数帯では、電子レンジなどの家電製品や産業・科
学・医療用機器のほか、工場の製造ラインなどで使用される免許
を要する移動体識別用構内無線局、免許を要しない特定小電力無
線局、アマチュア無線局など（以下「他の無線局」と略します）
が運用されています。
－ 本機を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されてい
ないことを確認してください。

－ 万一、本機と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した場
合には、速やかに使用場所を変えるか、「電源を切る」など電
波干渉を避けてください。

－ その他、ご不明な点につきましては、ソフトバンクショップ
もしくはお問い合わせ先（→P.34）までご連絡ください。

■  Wi-Fi（無線LAN）について
• Wi-Fi（無線LAN）は、電波を利用して情報のやりとりを行う
ため、電波の届く範囲であれば自由にLAN接続できる利点があ
ります。その反面、セキュリティの設定を行っていないときは、
悪意ある第三者に通信内容を盗み見られたり、不正に侵入され
てしまう可能性があります。お客様の判断と責任において、セ
キュリティの設定を行い、使用することを推奨します。

• 電気製品・AV・OA機器などの磁気を帯びているところや電磁
波が発生しているところで使用しないでください。
－ 磁気や電気雑音の影響を受けると雑音が大きくなったり、
通信ができなくなることがあります（特に電子レンジ使用
時には影響を受けることがあります）。

－ テレビ、ラジオなどに近いと受信障害の原因となったり、
テレビ画面が乱れることがあります。

－ 近くに複数のWi-Fi（無線LAN）アクセスポイントが存在し、
同じチャンネルを使用していると、正しく検索できない場
合があります。

■  2.4GHz機器使用上のご注意
WLAN搭載機器の使用周波数帯では、電子レンジなどの家電製品
や産業・科学・医療用機器のほか工場の製造ラインなどで使用さ
れている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）およ
び特定小電力無線局（免許を要しない無線局）ならびにアマチュ
ア無線局（免許を要する無線局）が運用されています。
－ 本機を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局およ
び特定小電力無線局ならびにアマチュア無線局が運用されて
いないことを確認してください。

－ 万一、本機から移動体識別用の構内無線局に対して有害な電
波干渉の事例が発生した場合には、速やかに使用周波数を変
更するかご利用を中断していただいたうえで、ソフトバンク
ショップもしくはお問い合わせ先（→P.34）までご連絡い
ただき、混信回避のための処置など（例えば、パーティショ
ンの設置など）についてご相談ください。

－ その他、本機から移動体識別用の特定小電力無線局あるいは
アマチュア無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合な
ど何かお困りのことが起きたときは、ソフトバンクショップ
もしくはお問い合わせ先（→P.34）までご連絡ください。
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■  5GHz機器使用上のご注意
本機は、5GHzの周波数帯において、5.2GHz帯（W52）、5.3GHz
帯（W53）、5.6GHz帯（W56）の3種類の帯域を使用できます。
－ 5.2GHz帯（W52／36、40、44、48ch）
－ 5.3GHz帯（W53／52、56、60、64ch）
－ 5.6GHz帯（W56／100、104、108、112、116、
120、124、128、132、136、140、144ch）

5.2／5.3GHz帯無線LANの屋外利用は法律で禁止されています
（5.2GHz帯高出力データ通信システムのアクセスポイント／中継
局と通信する場合を除く）。

■  6GHz機器使用上のご注意
本機は、6GHzの周波数帯において以下のチャンネルを利用でき
ます。
1、5、9、13、17、21、25、29、33、37、41、45、
49、53、57、61、65、69、73、77、81、85、89、
93ch
LPIモードで動作する6GHz帯無線LANの屋外利用は法律で禁止
されています。
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 防水／防塵性能について
SIMカード／microSDカードトレイ挿入口のカバーを確実
に取り付けた状態で、IPX5、IPX8の防水性能、IP6Xの防
塵性能を有しています。
IPX5：内径6.3mmの注水ノズルを使用し、約3mの距離
から12.5L／分の水を最低3分間注水する条件であらゆる
方向から噴流を当てても、携帯電話としての機能を有する
ことを意味します。
IPX8：常温で水道水、かつ静水の水深1.5mのところに静
かに沈め、約30分間放置後に取り出したときに携帯電話と
しての機能を有することを意味します。
IP6X：直径75μｍ以下の塵埃（じんあい）が入った装置
に携帯電話を8時間入れてかくはんさせ、取り出したときに
携帯電話の内部に塵埃が侵入しない機能を有することを意
味します。

防水／防塵性能については、取扱説明書／オンラインマニュ
アルを参照してください。

充電のときは
充電時、および充電後には、必ず次の点を確認してください。
• 充電時は、本機が濡れていないか確認してください。本
機が濡れている状態では、絶対に充電しないでください。

• 本機または充電器が濡れている状態ではUSB Type-Cプ
ラグを絶対に接続しないでください。本機は防水性能を
有しておりますが、濡れた状態でUSB Type-Cプラグを
挿入すると、本機やUSB Type-Cプラグに付着した液体
（水道水、清涼飲料水、海水、ペットの尿など）や異物に
より、感電や回路がショートして、故障・やけど・火災
の原因となります。

• ACアダプタ（オプション品）やUSB Type-Cケーブル（市
販品）は、風呂場、シャワー室、台所、洗面所などの水
周りや水のかかる場所で使用しないでください。火災や
感電の原因となります。

• 濡れた手でACアダプタ（オプション品）やUSB Type-C
ケーブル（市販品）に触れないでください。感電の原因
となります。

輸出管理規制について
輸出管理規制については、取扱説明書／オンラインマニュ
アルを参照してください。

https://www.via-la.com/
https://www.via-la.com/
https://www.softbank.jp/mobile/support/product/warranty/
https://u.softbank.jp/2HHEHkw
https://u.softbank.jp/3i5JjAB



